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はじめに
本稿は,か つて 「西番」と総称された,四 川省西南部(甘 孜州康定県以
南をいう,以 下,川 西南と記す)に 居住するチベッ ト族について,西 番族
と称するサブグループのアイデンティテ ィの形成 と意味を考察するもので
ある。
「西番」の民族識別あるいは民族意識は,こ れ までとりあげ られること
はあっても,あ まり深 く論及 されることがなかった。 しか し1980年代に費
孝通が青藏高原東部の六江流域の 「民族走廊」に関する民族識別問題を提
起 し,近年は,2003年11月に四川大学で 「藏郵走廊歴史文化学術討論会」
が開催 され 〔石碩,2005:3～12〕,「藏舞走廊」研究として新たな展開を
みせている。
このうち川西南の西番については,人 民共和国下の民族識別工作を通 し
て8つ のサブグループの存在が明らかにされている(図1)。 川西南の西
番は,漢 チベ ット語族チベ ット・ビルマ語系チャン語群に属する言語 をも
つ集団である。サブグループは,ク イリャン,ジ ャバ,ミ ニヤック,ア ル
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ゴ ン,ア ルスー,シ シ ン,ナ ムイ,プ ミの8つ の異 なる言語 グル ープに分
け られ て お り,チ ャ ン語 との 同源 語 彙 の 比 率 は,順 に27%,23.1%,
25.7%,21.3%,27.8%,25.9%,26.5%,28.9%で〔格勒,2002:38〕,同
支 系のサ ブ グルー プ としての傾 向 を示 してい る。
西番 とい う語 は,漢 族 が中国西 部のチベ ッ ト系民族 につけ た呼 称であ る。
この うち川西南 「西番」 のサ ブ グループ は,か つて 「某禿」 とよばれてい
たが,こ の 一帯 が唐 代 中期 に吐 蕃 に よっ て 占拠 され てか らは,漢 族か ら
〔図1〕 四川チベ ット族の分布
ー
り白
アム ド
カム 18211/8アールゴンシヤパ 4515
3 ギ ヤロ ン 12019ミニヤ ノク 15
4 白馬 1211Qナム イ 15
5 ク イリャ ン 7111シ シン 2
6 ア ル ス ー
'lllll
チュ 15
一222一
川西南の 「西番」における民族識別(2)
「番」あるいは 「西番」 とよばれるようになった。それは吐蕃の占拠 とと
もにもたらされたチベ ット仏教が,や がて住民の間に深 く浸透 し,この莞
人地帯 を 「吐蕃化」 したからである。 しか し漢族が漢訳 した 「番」には,
吐蕃の自称である 〔bo〕を音訳 した 「吐蕃の遺民」 という意味 と,「番」
の漢字が もつ 「蜜子」の意味があった 〔王明珂,2003:182〕。そのため漢
族側は 「西番」 を蔑称 として用い,現 地での間取 りに よれば,西 番側 も
「西番」 と呼ばれて差別的な扱いを受けたという。 よって人民共和国成立
後の民族識別では,民 族平等 とい う原則のもとに 「西番」 という呼称は改
めるべ きであるとされた。 しか し九龍県のナムイ ・チベ ッ ト族だけは改称
を望まず,1980年代の第2回 目の民族識別 まで西番族 を名の り続けた。
以上のように川西南の 「西番」における民族識別においては,チ ベ ット
族に改称することについて望む ものと望 まないものという全 く相反する二
つの意識が存在 した。前者については,拙 著 「川西南の西番における民族
識別(1)」(愛知大学交際問題研究所紀要 第126号)においてプ ミ ・チ
ベ ット族を事例としてすでに述べている。そこで本稿では,後 者について
ナムイ ・チベ ット族を事例として考察 していきたい。
本稿で事例 としたのは,四 川省の甘孜藏族 自治州九龍県子耳郷万年村N
組 と同州冤寧県聯合郷木耳村M組,涼 山イ族 自治州木里藏族 自治県保波郷
乾海子村P組 で,ナ ムイ ・チベ ット族が最も集中 した居住地である。N組
は2004年9月,M組は1994年8月と2004年9月,P組は2004年11月に現地で
調査を行った。3村 に関する資料はこの調査による。
1.ナ ムイ ・チベ ッ ト族 の概 要
ナムイ ・チベ ット族は,四 川省西南部の雅磐江流域下流の山間部に集中
して居住する(図1)。 分布地域 は九龍県の子耳郷や木里県の保波郷,冤
寧県の聯合郷,和 愛郷,健 美郷などの3県 に跨 り,総人口は約1万5千 人
と推定されている(1994年)。
ナムイは,川 西南の西番において 自らを 「大西番」 と称 して,他 の西番
とは異なることを誇っていた。 しか し漢族は,西 番の語を罵 りの言葉とし
て用い,街 へ出たナムイはしば しば西番 と呼ばれて蔑視 された。冤寧県聯
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合郷M組 のLA(男 性 ・68歳)によれば,解 放前,外 地人は我 々を 「西番」
と呼んだが,特 に漢族 と揉め事 を起こした時には しばしば西番とい う語 を
浴びせ られた,と いう。そのためナムイの大部分が,1960年代の第1回目
の民族識別においてチベ ット族に改称することに同意 した,と される。
ところがナムイの中で九龍県のナムイだけは改称を望まず,1980年代の
第2回 目の民族改正 までずっと西番族を名乗 り続けた。実は,か つては漢
族側 も西番族をカム ・チベ ッ ト族 とは明確に区別 していた。民国時代には,
九龍県内の民族として番,漢,狸,苗,西 番の5族 をあげている 〔邊政設
訂委員会編,1940:6〕。 また1964年の人口統計で も,県 の総人口24519人
の うち,チ ベ ッ ト族5155人に対 して西番族272人と記され,西 番族は特 に
子耳 に117,八窩 に103と2郷に集中している,と ある。なお県内には,ナ
ムイのほかにパムイ,ミ ニヤック,ガ ミ,リル,ア ルスーの西番がいて,
それぞれ異なる言語をもっていた 〔伍岬,1982:56～72〕。
しか し1980年代の第2回 目の民族識別工作において,九 龍県のナムイも
ついにチベ ッ ト族に改め られた。これは冤寧出身のナムイで,民 族幹部で
あった穆文富の主導で決定 したものであった 〔松岡,2005:128～129〕。
ところが九龍のナムイの約半数はそれを認めたものの,子 耳郷のナムイだ
けはなお西番族であることを主張 したという。
2.西番族における民族識別
九龍県子耳イ族郷は,西番族をなのるナムイが最も集中する地域である。
郷内は,漢 族とイ族,チ ベ ット族がそれぞれ34.6%,41.1%,24.2%居住 し,
チベ ット族の うち約3分 の一の万年村に住むのが西番族である(表1)。こ
こは,元 来はチベ ット族の居住地であったが,約300年前に漢族が,約100
年前にイ族が移って きたという。万年村は6つ の組に分かれてお り,西番
族はN組 に最も居住 している(写 真1)。
子耳郷N組 は,総 人口194人,総戸数38戸で,西 番族 とイ族,漢 族が共
住する。38戸のうち西番族は最多の25戸を占め,イ 族が7戸,漢 族が6戸
で,組 の中心部に西番族,周 縁部にイ族 と漢族が住む(表2)。 古老によ
れば,西 番族 はこの地に最初に定住 した集団で,700年以上前のことであ
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L写真1」西番族がくらす海抜111の子耳郷N組
る。N組 は子耳郷の中では最 も西番族が集中してお り,長 い間,西 番族だ
けが住む土地であったが,人 民共和国成立後に周辺地域か らイ族と漢族が
移ってきた。3つ の民族は互いに婚姻関係 を結ぶことはないが,日 常の関
係は悪 くない,と いう。
N組の西番族は,1980年代の民族識別以来,公 式の民族名がチベ ット族
となった。 しか し改正後もなお自分たちは西番族であるという意識を強 く
もっている。2004年11月に行った現地での聞き取 り調査では,複 数の住民
に 「みなさんは何族ですか,チ ベ ット族ですか」 と聞いたところ,回 答 し
た住民のすべてが,自 分たちは西番族でチベ ッ ト族ではないと答えた。九
龍県の西番族は,50年代の第1回 目の民族識別で川西南の西番のほとんど
がチベ ット族とな り,九龍県以外のナムイもみなチベ ッ ト族に変わった時
に,そ のまま西番を民族名であると主張 し,暫 定的に認め られた集団であ
〔表1〕子耳郷の概況＼ 海抜 小組 戸数 人口 漢族 イ族 藏族 蒙古族 経済
応子坪 1800 2 79 436 2
万 年 2200 6 212 1073 482 329 261 i 3-
1杜 公 111 3 58 286 25 31 230
一
麻 窩 2500 3 109 539 126 413
一
4
一
銀廠湾 X11 4 178 885 46 551 288 5
計 is 636 3219 1115 1324 779 i (順位)
[出所]2004年9月 現地での聞 き とりに よ り作成。
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〔表2〕万年村の状況
愈＼ ＼ 海抜 戸数 人口 漢族 イ族 西番族
尼璃墨子
　 一　
海子一 一
小墾子一
礪楼湾
111 38 194 0
2230 40 0
'll 35
184
182 0 0
'll 33 217 O D
-
0
　
磨 了・溝 111 35 150 0 0
海子2 2230 31 145 0
計 212 1072
[注]尼礪屡子の 西番25戸は李が17戸,朱が6戸,伍 と文が1戸 。
[出所]2004年9月 現 地での聞 きと りによ り作 成。
る。その意識がN組では20数年たっても変わっていなかった。
しか し実は,西 番意識が変わっていなかった というのではな く,ほ とん
どの住民がチベ ット族に改正 されたことを知らなかった ということがわか
った。M村 の党書記(漢 族 ・男性,50歳代)に よれば,80年代の西番族の
民族改正については,当 時,民 族幹部 として信望のあった穆文富(ナ ム
イ ・チベ ット族,冤 寧出身)の 主導で決められたもので,住 民に直接,諮
ったわけではないという。換言すれば,チ ベ ット族への改正は彼 らの日常
生活にはほとんど影響がな く,日常の生活圏内では従来 どお り西番族とい
う名称が慣用的に通用 していたのであった。
確かに,外 観的には,彼 らの生活は80年代に較べてそれほど大 きくかわ
っていない。N組 は,依 然 として急勾配の斜面を数時間,歩 くか馬で行 く
しかない辺鄙な山間にあ り,外来者が来ることもまれである。何百年 もの
間,ほ ぼ変わることなく自給 自足的な暮 らしが続いてお り,新 しい電化製
品といえば電気釜 くらいで,テ レビもほとん どみかけない。また婚姻 も従
来の習慣のまま,ほ とんどが近隣の西番族 との問で繰 り返されている(図
2)。しか し市場経済化の波 も確実に来ている。多 くの若者が農閑期には
現金収入を得るために外地に商売 に出てお り,そのまま山を下 りて春節に
しかもどらない出稼ぎ者 も少なくない。西番族の25戸のうち8割 以上が外
地へ働 きに出ている者を家族に抱 えてお り,一年間の大部分を老人と嫁 と
孫だけ,あ るいは老人が孫の世話 をして両親を出稼 ぎにだす という家庭 も
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稀ではない。
現地での聞 き取 りによれば,西 番族意識は,む しろ教育水準の比較的高
い者や外部に出る機会の多い者ほ ど強 く,自民族への関心が高いという傾
向がみ られる。例えば最 も強 く西番族であることを主張 した一人である小
学校教師のZX(女性 ・32歳)は,父はもと教師で,兄 や弟 も県城で商売
をし,妹 はN組で唯一の大専卒で県の観光局で働いているという,い わゆ
る比較的裕福で外からの情報 も得やすい一家の者であった。 また教師が強
い西番族意識をもっているということは,当 然,次 世代の子供たちへの影
響 も少なくないといえる。換言すれば,N組 の住民にとっては,西 番族の
末商であるという意識は単 なる歴史の記憶ではな く,集団の構成員である
ための当然の,共 有された認識であるといえよう。
3.西番族における祖先の歴史とボン教
では,彼 らは何に拠って自らを西番族 と意識 しているのか。N組のS.D
(男性 ・65歳)によれば,彼 が属するSha(漢名で李)一 族 には口頭で祖先
の歴史が伝えられてお り,この地に至ってすでに41代を経ているとい う。
SDの一家は,Sha一族の中で も西番族のシャーマ ンであるパ ピを代々輩出
してきた家系で,母 方 と父方の双方の祖父がパピであった。 このように数
十代にわたる家譜が口頭で伝承 されていることは,西 番の中でもナムイや
〔図2〕L.Y家
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[注]尼瑠 爆子の 西番25戸は李が17戸.朱が6戸,伍 と文が1戸 。
[出所]2004年9月 現 地での聞 きと りによ り作成。
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ナムイに近い リルにみられる特徴であ り,これ以外の川西南チベッ ト族に
はあまりみられない。SDによれば,Sha家の歴史はつぎの ようである。
祖先は,ま ず印度を発って後藏に至った。故地は,後 蔵の普婦梛之谷
である。 しか し勃興して きた吐蕃 と戦って敗れ,東 へ逃れて西康省徳格
県に至った。徳格で2代 を経た後,一 族会議が開かれて西方と南方の二
手に分かれることになった。南に向かった一団は,雅 磐江に沿って南下
し,つ いに九龍県子耳郷M村N組 の地に辿 りついた。九龍県は,三 国時
代に諸葛亮が8年にわたって地元の蛮族 と戦った土地である。 この戦い
で住民のほとんどが根絶や しにされ,「蜀山蛮」の幾つかの集団のみが
生 き残った。ナムイはその後にここに至 り,一部はさらに周辺の冤寧県
や木里県に移った。また,初 めてこの地 に来た時,家 畜がほ とんど死ん
でしまったので,木 製の工具を使って焼畑 をし,ソバやチンクー麦を作
った。後に300年ほど前に漢族が ここに来てか らは,漢 族に水稲や大豆
の栽培,養 蜂,豆 腐の作 り方を学んだ。 この地に来てからの41代はつ ぎ
のようである 川。
ジョガムリ→ ジョリ→ジュリ→ツリ→ヤワ→ カイハイ→ザ→アンラ→
チャント→クプ→ヲヤオ→ ビシェ→ラエ→ムヒ→クヒ→ガンア→シュ ト
→ヲフ→ヤア→ヲブ→バカン→アビ→ブイリ→アダ→ ドリ→ ヨジュピ→
パ ミ→ヤチュ→ジョチュ→マオピ→ナカ→ヤビ→ヤゴカ→フザ→ア ト→
ニマザ→ ソンゴビ→ニマ ンマン→サダビル→ ヲガ→ソゴジャ
以上の伝承 によれば,Sha家の41代は,一 代 を25～30年で計算すると,
この地へは約千数百年前,唐 代半ばの9世 紀以降にたどり着いたことにな
る。 また移住の理由は,西 番族が吐蕃と敵対したからであるとする。すな
わち西番族の来歴の伝承は,吐 蕃 と深 く関わってるものであ り,先住集団
とは戦っていないこと,い なくなった後に定住 したと伝えている。
同様に,隣 接する木里県の保波で も,シ ャーマンのニマチ(尼 瑠赤,男
性 ・45歳)が祖先の歴史を伝 えている。ニマチは,代 々,西 番族のシャー
マ ン 「パ ピ」(柏比あるいは柏子)を 出 してきた家系で,現 存する唯一の
(1)冤寧 県里庄区聯合郷鑓 鍋底 のナム イは45代の家譜 を暗論する ことがで きる。 里庄に きてか ら
25代.およそ750年余 りを経 てお り,里 庄か らさ らに一部が 九龍や ×,× に も移住 した と伝
えている(1982年)。
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パ ピである。パ ピは,文 字をもたない西番族 にとってその歴史の記憶を口
頭で伝える主要な伝承者である。祖先の移住の歴史は,パ ピによって葬式
や 「道場」(死後の法要)で 死者の霊魂 を祖先の地に送るための指路経の
中で語られている。ニマチによれば,祖 先の歴史はつぎのようである。
祖先は,印 度から西蔵に行った。そこで戦いがあり,逃 れて青海,四
川の阿燭,甘 孜の康定を経て,九 龍についた。 さらに九龍の桃子坪から
一部が周辺の4つ の土地に向かった。南東へは里庄(冤 寧県)か らさら
に聯合へ,南 西へは保波,東 へは甘洛や漢源,西 へは雲南に移った。
子耳郷N組 のSDと保波郷のニマチが語る移住の歴史では,と もに印度
→西藏 を起点とし,移住の理由を西藏で吐蕃 と戦って敗れたとする。 また
九龍(桃 子坪)を 四川での起点 として,さ らに一部が周辺に移住 したと語
る。ただ し両者の西蔵か ら九龍に至るまでの経路 は異なっている。子耳で
は徳格から雅磐江 ルー トで南下するのに対 して,保 波では青海→阿f→
康定 と大渡河ルー トをとる。以上のように,彼 らの歴史は,西 蔵 と吐蕃に
関わる故地の部分 と青海か ら四川にかけて大河に沿って南遷の部分か ら構
成されている。
この うち西藏 を故地 とする伝説は,西 番 とよばれた川西南チベ ッ ト族の
中では特異である。ギャロン ・チベ ッ ト族などチベ ッ ト・ビルマ語群チ ャ
ン語系の言語をもつこの一帯の集団は,祖 先が西北から南下してきたとす
る指路経 を共通 して もってお り,西藏 を目指すものはない。例えば木里の
プ ミ・チベ ッ ト族は,指路経では木里か らさらに西北へ と死者の魂を導 く。
彼 らは,チ ベ ット仏教黄教 を16世紀に受け入れて深 く信仰 してきた集団で
あり,西藏のチベ ッ ト族 とは黄教を通 して文化的共感 を共有している。 し
か し祖先の移住伝承には,元 来の西北からの南下経路 を語 り伝 えている。
ただ しギャロン ・チベ ット族の土司層や雅磐江から大渡河に及ぶ広範囲
の流域を支配 した明正土司などかつての支配者側には,西 藏 を故地 とする
伝説がみ られる。それは,唐 代にちょうどこの一帯が吐蕃に支配されたこ
とから,支 配者側が自らを吐蕃の末商であると伝えることで支配の正統化
を図ろうとしたのであろう。これに対 して被支配者側の一般住民は,支 配
者側 とは異なる,従 来の西北を故地 とする伝承をそのまま引き継いでいっ
たものと考えられる。
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では,彼らは祖先の歴史の記憶をどのように次世代に伝えていったのか。
冤寧県聯合郷M組 での聞 き取 りによれば,祖 先の移住の歴史は,祖 先の
霊魂を故地へお くりだす 「引路歌」で語 られる。ナムイは,祖 先の霊魂を
万能であると信 じ,子孫や家畜の繁栄,豊 作,自 然災害か らの保護 を祈っ
て篤 く祖先を祀る。祖先祭祀 には,主 に3つ ある。死者を直接祀る葬式,
死の直後あるいは数年後にパピを招いて位牌を祀 る 「俄熱力且」,パピを
招いて数代の祖霊 を祀 る 「尼娚」である。「引路歌」はこの祖先祭祀の時
にパピおよび住民たちによって唱えられる。最初に歌われるのは,遺 体を
数日間,家 屋に安置 している時である。ブ タやヤク,ウ シ,ヤ ギなどの犠
牲 を捧げた後,「引路歌」が遺体に付き添う人々によってうたわれる。
ヤギをあなたのために捧げ,ヤ クをあなたのために捧げ,ブ タをあな
たのために捧げます。一族全員があなたに別れを告げにきました。安ら
かにかの地に旅立 ち,残 された私たちが無事に病むことなく暮 らしてい
けるようにお守 りください…。西方へは,次 の土地に沿って行って くだ
さい:掌 一ド阿侯蒲 一 皮羅波一 古一 羅一 阿里多†扶 一 里金子果 一 羅
岬岬布一 阿者莫自保 一 伯角倒 一 紆保木苦(九 龍県)一 好把雑(九 龍
県雅江)… 尼"/・V拉薩脚(現 在のラサ)
ここで示される経路は,九 龍を経てラサに至る道である。
さらに 「俄熱力且」と 「尼婦」では,パ ピが山神を招 く経文を唱えた後,
ヤクや メンヨウなどの犠牲の肉を煮て供え,再 びパピが指路経 「撮布盧沽」
を歌って祖先の霊魂 を故地である尼環拉薩脚(現 在のラサ)に 送る。
老人よ,こ こはもうあなたの居場所ではな くなった,あ なたの場所は
日列来吉(甘 孜の境),尼瑞拉薩脚(ラ サ)で す。 ここはあなたの居場
所ではあ りません,あ なたの場所は普衣膳菊若(ヒマラヤ山一帯)です。
ここはあなたの居場所ではあ りません,か の地への旅費(死 者のために
使 う金)は もう払いました,ヤ クをあなたのために犠牲に し,メ ンヨウ
をあなたのために犠牲にし,ブ タをあなたのために犠牲に しました。一
族全員が会いにきました,す べての ものをあなたに捧げました,出 発 し
て くだ さい,そ してあちらに行った ら,ど うか残された子孫やムラ,一
族の者に崇 りをもた らす ことのないように,我 々が病むことなく無事に
くらせるようにお守 りください。
一230一
川西南の 「西番」における民族識別(2)
ここでは,故 地に至る地名 として甘孜 とラサがあ り,ラサよりさらに西方
のヒマラヤ山脈を最終の地としてあげる。
以上の引路歌において重要なことは,一 般住民がパ ピについてこれを斉
唱することにある。言い換えれば,人 生の最大のイベ ントである葬儀にお
いて祖先の歴史を語る引路歌を唱えることが集団の成員としての証でもあ
り,集団の歴史は,こ のような形で毎年,再 生 され,語 り継がれて きたと
いえる。
4.西番族における 「西行取経」
では,川 西南の西番の多 くが支配者側は西藏 を,被 支配者側 は西北の地
を故地とする異なる祖先伝承を伝 えたなかで,な ぜナムイ系の伝承は集団
全体で西藏 を故地 としたのだろうか。パピが指路経を唱える時に用いる指
路図 「ツプリグ」(15m×6m,紙製)に 描かれた西方への取経の旅では,
西番族 とガ ミ族(チ ベ ッ ト族)お よび吐蕃 との関係をつ ぎのように語る
(写真2)。
昔,西 番族はガミ族 とともに経典を獲得するための旅にでた。 しか し
結局,真 の経文を手に入れたのは西番族であり,ガ ミが手に入れた経典
は偽書だった。 ところが取経 の旅の帰途
に2人 が大河 を渡ろうとした時,ガ ミが
突然,前 方 に熊 がいる と叫んだため に,
驚いた西番族は口に街 えていた経文 を河
に落 として しまった。 ガ ミはそれ を素早
く拾って自分の ものに して しまい,そ の
まま持 ち帰 った。以 来,ガ ミは西番族か
ら奪った経典 を用いて教 えを説 き,法 事
を行った。一方,西 番族のパ ピは文字 を
な くしたために経文はすべて口頭 で伝 え
る しか なく,真 の経文を思いだす ため に
羊皮鼓 を敲いて唱 えた。 またガミはその
後,ヤ クやヤギなどの供犠 を行わな くな[写真2]
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西 番族の ツプ リグ 「指路 図」
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ったが,西 番族は盛んに家畜の供犠 を続けた。
これは,い わゆる 「西行取経」型の伝承で,チ ベ ット仏教が普及 した地
域で広 くみ られる仏教伝来の物語である(21。このうちナムイのそれの特徴
は,佛 教の2つ の宗派 とその対立が語 られていることにある。2派 とは,
文字で記 された経典をもち,動 物の供犠 を行わない一派 と,文 字が なく,
口頭によって伝承 される経典をもち,動 物供犠を行 う一派で,前 者はガミ
が信 じる黄教,後 者は西番族の黒教 を示唆 している。また西番族が文字を
もたない理由をガ ミ族に文字で書かれた真の経典を奪いとられたからだと
するのは,両 者が厳 しい対立関係の結果,西 番族がガミに負けたことを反
映 している。そこには,仏 教が伝来する以前のチベッ ト人の宗教であった
ボン教が仏教との争いに負けて東へ移ったこと,西番族はそれを奉ずる集
団であ り,彼 ら西番族こそが真のチベ ット人であるとする祖先の歴史の記
憶が強 く刻 まれている。 しか もこの伝承は,ボ ン教が聖地を 「釈迦成道所
下」(現在の四川省大金川河の章谷屯))とし,「(四川の)カ ム地方やアム
ド地方に古 くからのボン教」が残されているという,ボ ン教の9世 紀以前
の伝承 とほぼ一致 しているt:;i。
では,西 番族のい うボ ン教 とはどのようなものなのか。そ して,そ れは
彼 らにとってどのような意味をもっていたのか。N組 のSDに よれば,彼
(2)冤寧 県M組 に はナ ムイのほかにパム イ(プ ミ)が 共住 してお り,ナ ム イは諸 方面にパム イの
影響 を受 けてい る。 「西行取経」 はその典型的 な例 である。1982年の何 耀華の調査 によれば,
M組 の両者の関係はつ ぎの ようである。
パムイのYLとYZに よれば,老 人の話では,か つて 両者は婚姻 を結ぶ こと もな く,敵 対
関係 にあった,な ぜ な らナム イは初 めチベ ッ ト族で はなかったか らで ある。 パム イにはチベ
ット王が与え たタ ンカやチベ ッ ト経典,寺 院,独 自の言 語があ り,自 分達 だけが ラサか らき
たチベ ッ ト族 である。実は,ナ ムイに もタンカや経典が あるが,そ れ らはパム イが彼 らに伝
えた ものだ。 ナムイの宗教職能者 パ ピは仏教寺院 に行 くが,パ ム イのア シェの ようにそ こで
学 ぶわけでは ない,と 。
これ に対 してナ ムイは,パ ム イとは兄弟 だとする。LAに よれば,彼 の祖先 は ラサか ら移
って きて48代を経 ているが,12代の時に長男の ナムイ と次男のナム イに分かれた。だか らナ
ム イはチベ ッ ト族 ではない という説 にナム イは同意 しない。 またすで に婚姻 関係が結 ばれ る
よ うにな って久 し く,両 者の関係 はすで に密 である。パ ム イのANも 両者は 兄弟 であ り,と
もにチベ ッ ト仏教 の経典の経路 によれば ラサか ら甘孜 ×を経て聯合郷 のM,H,Wの 各組 に
定 住 した と語 る。 同報告書で も,調 査 時に,両 者 はす でに同一の言語 を用い,互 い に婚姻 関
係 を結び,と もにチベ ッ ト仏教 を信 じて経典や タ ンカを もち,白 石 を崇拝 してお り,同 一系
とみなせる とす る。
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らのボン教では,か つて毎年1回 行った 「道場」(法事)で 異民族を1人犠
牲に して,「野人」に捧げた。 さらに12年に1回 「牛王会」 を行 って12人
の異民族 を犠牲に し,あわせて12年間に24人ずつ犠牲にした。そのためチ
ベ ッ ト仏教を信 じる他のチベ ッ ト族は,こ の犠牲を野蛮であるとして西番
族 との間に戦いをおこした。結局,西番族はこれに敗れて他の地に逃れた,
とする。
また彼 らはヤクやヤギ,ウ マなど家畜の犠牲 も必ず行い,死 者の魂を故
郷の地へ導 くため,と 説明する。 しか しこれはボン教以外のチベ ッ ト仏教
各派では行っておらず,む しろチベ ッ ト仏教 を受容 していないチ ャン系の
チ ャン族やプ ミ族などの特長である。
さらに,パ ピは,西 番族固有の宗教職能者であ り,「ツプリグ」の伝承
で示された ようにチベ ット文字 を読むことはできない。N組 の西番族は,
元来,このパピを中心 としたパ ピ教 ともよぶべき固有の信仰をもっている。
またN組 にはチ ャン系集団に共通する山の神信仰や白石崇拝 もみ られる。
家屋の屋上に安置 された白石 「ロ」や家内の神棚に祀られた山の神を象徴
する石 「アラ」,神山の山頂に置かれた山の神の石 「ソム」がそれである。
すなわち以上の ような 「死出の犠牲」や白石および山の神信仰な どは,仏
教伝来以前からもっていた土着の信仰に属する部分であろうと考えられる
(写真3)。
しか し同時に,彼 らはチベ ッ ト仏教の影響 も受けている。SDの姻戚で,
やはり一族からパピを輩出してきZJ家には,タ ンカや法螺,鈴 などのパ ピ
(3)山口瑞 鳳 「チベ ッ トL-」〔1988,149～169〕に よれ ば,ボ ン教(黒 教)は ドウルポ ン,キ ャ
ルポ ン,ギ ュルポ ンの3つ の時期 に大 別 される。9世 紀 以前の伝承で は,前 の2つ の時期 は
古 くか らの ボ ン教 と思われ るもので,四 川省の カム,ア ム ド地方に残 され ている とされるが,
どの ような教義 を もって いるか は明 らかで はない。そ の後,「ボ ン教 の伝統 はいったん断絶
した形で11世紀以後,仏 教化 した もの(ギ ュルポ ン)が 主にな って」 今日の 「完全 に佛教 の
一派 と しての性格 を身 につけた」 のボ ン教 に続 く,と する。筆者 の現地 での調査 によれば,
現在,四 川西南のチベ ッ ト地区で最 も大 きな勢力 をもつ佛 教は黄教で ある。黄教 は,1580年
に木里へ伝 え られ,木 里 大寺が建立 されて布教の中心 となった。特 に木里のチベ ッ ト族 の多
数 を占めるブ ミ(パ ム イ)は,木 里 大寺のお膝元の 地にあって篤 く黄教を信仰す るよ うに な
った。 ところがナ ムイや リルが伝 えているのは黒教 であ り,丹 巴 のギャロ ン地区 にも黒教 寺
院が多 く残 ってい る。 ただ し前者 は,土 着の信仰 を色濃 く残す,か な り早い時期 にこの地城
に伝 えられた と考 え られる初期の ボ ン教 であ り,後 者はチベ ッ ト仏教 各派の要素の濃 い,第
3時期の ボ ン教 であろ うと推測 される。
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の法具が文化大革命の禍を逃れて保存 されているが,そ れらは明らかにチ
ベ ッ ト仏教の法器である。すなわち西番族のボン教は,彼 らが元来もって
いた固有の信仰が外来の仏教の ・部をとりいれた初期のボン教の状況を示
す ものと推測される。
よって西番族が西番族たる由縁,す なわちガ ミ族や他の西番 とは異なる
というアイデ ンテ ィティは,ま さに彼 らのボ ン教に基づ くものであるとい
える。換言すれば,N組 の西番族にとって西番は 〔XiBo〕であ り,西か ら
来た 〔bo〕である。 〔bo〕とは 〔Bodpa〕(播巴)の ことで,西 藏自治区
の衛蔵のチベ ット族の下位集団において最も広い範囲で用い られる自称で
ある。漢族は彼 らの自称boの音に蕃の文字をあて,さ らに番と記して蛮の
意味を付加 し,蔑 称として用いた。 しか し子耳ナムイにとっては 〔Xibo〕
という従来の意味のまま今日まで伝えられている。そのため西番族は,自
集団を西から来た 〔bo〕であるとし,チベ ット仏教を受け入れる以前のボ
ン教を奉 じる,本 来のチベ ット人であると主張 してきたのである。
おわりに
川西南の 「西番」は,人 民共和国下の民族識別によりその大部分がチベ
ット族となった。 しか し九龍県のナムイだけは,60年代,80年代の民族識
別工作 をへてチベ ット族 とされて もなお西番族であるという主張を続けて
きた。それは,西 番を蔑称 とする政府側のカテゴリーとN組 の西番族が伝
えてきたそれとが大 きく異なっているか らである。西番の語は,彼 らにと
一234一
川西南の 「西番」における民族識別(2)
っては 〔Xibo〕であ り,吐蕃との闘いを通 して祖先が守ってきた 「ボン教」
を奉 じる集団であることを意味 してお り,彼 らのアイデ ンテ ィティその も
のであった。指路経お よび 「ツプリグ」で語られる西番族の祖先の歴史の
記憶は,彼 らが 自らを真のチベ ッ ト人であると主張する主要な根拠である。
またそれは明 らかに歴史上の吐蕃 と初期のボ ン教に関わるものであ り,な
お不明な部分の多い初期の 「ボ ン教」を解明する上で も重要な資料になる
と思われる。
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Summary
TheNationalityIdentificationof"Xifan"
theSouthwestSichuan(2):
MemoriesofXifantribalHistory
in
MATSUOKAMasako
Xifan西番isthenamewhichtheHanracegavetotheTibetanpeople
inthewesternpartofChina.Amongthemthesubgroupof"Xifaガin
thesouthwestSichuan四111(southwestermofGanzi甘孜Prefecture)was
agrouphavingalanguagewhichbelongstoQianglanguagegroup,
Tibeto-BurmanlanguagesystemofHan-Tibetanlanguages.These
subgroupsaredividedintoeightdifferentlanguagegroups.Theywere
oncecalled"某完Qiang",butaftertheareawasoccupiedbyTubo吐蕃
inthemiddleoftheTangDynasty,theybegantobecalled"Fan"or
"Xif
an"bytheHanrace.
Mostof"Xifan"inthesouthwestSichuanbecametheTibetantribe
duetothenationalidentificationpolicyunderthePeople'sRepublic.
Thatwaswhatmany"Xifans"wantedastheydeeplybelievedin
TibetanBuddhismandsharedthesamefaithwiththeTibetantribeof
Xizang西 藏.HoweverNamuiナ ム イofJiulong九 龍Countyalone
continuedtoinsistthattheyweretheXifantribeeventhoughthey
wereincorporatedintotheTibetantribethroughnationality
identificationactivitiesinthe1960sandthe1980s.InthispaperI
explainedthereasonwhytheywantedtokeeptheiridentityasfollows:
ToNamuiナ ム イofJiulongCounty,"Xifan"was【Xibo】,whichmeans
thetrueTibetancomingfromthewest.ThetrueTibetanmeantthe
groupofpeoplewhobelievedinancientBonReliginボン 教,whichwasa
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religionbeforetheotherTibetantribesacceptedBuddhism.The
memoriesofancientXifantribewhichwerehandeddownby指路 経
(sutra)and神路 図Tuburigツ プ リ グte11thefactthattheirancestorshad
dedicatedthemselvestoandprotectedBonReliginボン 教byfighting
withTubowhoacceptedBuddhismandthelanguageofXifan=Xibowas
nothingbuttheiridentity.FurthermoreSiFanwhichwasadespised
namebythethengovernmenthadacompletelydifferentmeaningto
theXifantribeofJiulongandtheyneveragreedtochangetheirnameto
thenameoftheTibetantribe.
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